
 

令和８年度 北海道高等学校総合体育大会バレーボール競技大会 兼  

令和８年度 全国高等学校総合体育大会バレーボール競技大会 十勝支部予選会開催要項 

 

 

主 催   北海道高等学校体育連盟十勝支部 

共 催   帯広バレーボール協会 

主 管   北海道高等学校体育連盟十勝支部バレーボール専門部 

   帯広大谷高等学校（帯広市西１９条南４丁目３５番1号 ℡０１５５－３３－５８１１） 

 

 １ 期  日  令和８年５月２２日（金）～５月２３日（土） 

                ５月２２日(金) ８：００ 会場設営   

                 ８：３０ 開会式 

                 ９：３０ 競技開始（男子、女子）  競技終了後、監督会議 

                 ５月２３日(土)  ９：００ 競技開始（男子、女子） 

                 競技終了後 閉会式 

 

 ２ 会  場  芽室総合体育館（芽室町東３条８丁目１番地 ℡０１５５－６２－１１４４） 

 

  ３ 競技規則  ２０２６年度バレーボール６人制競技規則による 

 

   ４ 参加資格  (１) 北海道高等学校体育連盟に加盟している高等学校生徒で、当該競技要項により参加資格を得た者。

(全道高校体育大会基準による) 

(２) 北海道バレーボール協会登録チーム・公益財団法人日本バレーボール協会個人登録選手であること。 

(３) 高体連主催大会参加者災害補償制度に加入した者、または加入の意志のある者。 

(４) 平成１９年（２００７年）４月２日以降に生まれた者。ただし、同一学年の出場は１回限りとする。 

(５)  転校後６ヶ月未満の者は参加を認めない。ただし、一家転住等でやむを得ない場合は、支部長の許   

可があればこの限りではない。 

(６)  参加選手は、あらかじめ健康診断を受け、在学する学校の校長が支障がないと判断した者とする。 

(７) 資格違反は、発見と同時にそのチームを失格とする。また、違反の事実が試合終了後に発見された時 

は時効とする。ただし、以降の処置については、審議の上、専門部から通告する。 

(８) 参加資格の特例 

                     ア  上記(1)に定める生徒以外で(2)～(6)の大会参加資格を満たした生徒を、別途に定める規定に従い 

大会参加を認める。 

                     イ (4)のただし書きについては、学年の区分を設けない課程に在籍する生徒の出場は、同一競技３回限  

りとする。高等専門学校については、第３学年までの19歳未満の者に限る。 

                     ウ 統廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる大会参加を認める。 

                     エ 部員不足による合同チームの大会参加を認める。(＊) 

                ＊「大会参加資格の別途規定」については当番校に問い合わせること。 

  

５ 引率・監督 （１) 引率責任者は、校長が認める当該学校の教員とする。 

        （２） 監督は校長が認めた教職員とする。監督・コーチが校長の認める外部指導者の場合は、道高体連災害 

補償制度に必ず加入することを条件とする。また、高体連専門部長に文書をもって令和８年５月１４

日（木）の監督会議の際に届け出ること。 

        （３） 引率責任者は、選手すべての行動に対して責任を負うものとする。 

        （４） 引率責任者と監督が同一者の場合は教員とする。  

  

 

 ６ チーム構成   (１) １チームは監督１名、コーチ１名、マネージャー１名、引率責任者１名、選手１４名以内とする。 

      ただし、選手登録は１８名以内とする。 

(２) 課程（全日制・定時制・通信制）ごとの生徒によるチームであること。       

(３) マネージャーは当該学校の教職員もしくは生徒でなければならない。 

（４) 参加申込書に記載されたチームスタッフおよび選手の変更は、選手の競技者番号の訂正を含めて一切 

認めないので、申込書入力の際は十分注意すること。 

（５） 構成メンバー以外の部員（選手、マネージャー）は、ボールキーパー、クイックモッパーとして参加  

できる。（ユニフォーム以外の統一された服装を着用してください） 

（６） １４名の選手のうち、外国人留学生は２名までエントリーできるが、コートへはその内の１名に限る。 

   （北海道高等学校体育連盟及び高体連バレーボール専門部長に文書をもって届け出、承認を得た者で 

あること） 

 

 ７ 競技方法   (１) 男子：1日目予選ブロックトーナメント戦・2日目決勝トーナメント戦 

女子：1日目予選ブロックトーナメント戦、2日目上位４チームによるリーグ戦とします。 

            ただし、参加チーム数により変更される可能性もあります。 

(２) 各チームの初戦・連続試合となる場合は、前試合終了２０分後にプロトコールを開始します。 

(３) 大会使用球は男子ミカサ（V300W）、女子モルテン（V5M5000）とします。 

 

 ８ 参加申込  申し込み方法 

（１） 帯広大谷高等学校ホームページ(http://www.obihiro-ohtani.ed.jp)より｢プログラム掲載用選手名簿｣をダ

ウンロードし、必要事項を入力の上、５月８日(金)までに下記メールアドレスへ添付して送信してく

ださい。 

            ※送信先  帯広大谷高校 小田桐友輔 odagiri@obihiro-ohtani.ed.jp 

                 （２） 帯広大谷高等学校ホームページ(http://www.obihiro-ohtani.ed.jp)より「参加申込書」をダウンロードし、   

必要事項を記載・押印の上、監督会議の際に提出してください。 

※問合せ先 TEL:0155-33-5811（帯広大谷高校）または090-8275-0728（山川携帯） 

 

  ９ 参 加 料    １チーム  １０，０００円 （監督会議の際に納金してください） 

 

  10 表  彰    チーム表彰  優勝、準優勝、第３位 

 

  11 諸 会 議  （１）シード委員会 令和８年５月１４日（木）１７：３０ 帯広大谷高等学校 １Ｆ会議室３ 

（２）監督会議   令和８年５月１４日（木）１８：００ 帯広大谷高等学校 １Ｆ会議室１・２ 

    ※「監督主将会議」ではありません。監督のみ参加してください。 

    ※帯広協会「チーム登録料」＋「選手・スタッフ登録料」の納入もできます。 

 

  12  そ の 他    (１) 胸章については監督は○監、コーチは○C 、マネージャーは○M 、引率責任者は○T 、チームキャプテン

は胸部の番号の下に２㎝×８㎝のマークをつけなければなりません。 

(２) 競技者番号は原則として１～１８とし、胸部の高さは最小限１５㎝、背部の高さは最小限２０㎝のも

のを用い、明瞭に区別できるように、見やすく身体中央部につけてください。 

(３) 補助員（ラインジャッジ４名、スコアラー１名、アシスタントスコアラー２名、点示２名）は参加 

  チームにおいて行います。事前の指導をお願いします。                

(４) リベロは、異なるユニフォームを着用してください。それが不可能な場合はチームで用意したベスト   

   の着用を認めます。 

（５） 北海道大会は令和８年６月 ９日(火)～１２日(金) 函館市開催となります。 


